












































































日までに投函してもらった。回答者数が 64人分（回収率が 25％）と少なかったため，翌 2007年 5月，
大学主催による 2007年度 4年生対象の教員採用試験対策講座が開かれた際，講座担当者の了解を得，
講座に参加した 4年生 51人（上記 2006年度 4年生 64人とダブらない）に 2006年 12月と同じ内容
の質問紙調査を行った。具体的には筆者が講座が開かれている教室に出向き，休憩時間の約 20分程
度で書いてもらい，その場所で回収する方法をとった。2か年で，質問紙回収数は合計 115人分となっ
た。なお，回答者の専攻は文化・社会系 38人，自然・情報系 28人，芸術・表現系 7人，生活・健康





















































多かった どちらとも言えない 少なかった 無　答 合　計

































































































大学教員は表 1・表 2の 4年生による授業評価結果をどう受け止めているのだろうか。大学教員 A
氏，B氏，C氏，D氏の 4氏にインタビュー調査，質問内容【大学教員①】を実施し，整理した結果







































































































































































































































































2010年 2月，筆者が実施した X県初任者（205人）への調査でも 1年間の指導を振り返り失敗事例として，
約 2割（44人）の者が保護者からのクレーム対応をあげている。
　⑶ 以後「4年生」とは調査対象とした X大学教員養成課程の 4年生に限定し，「学生」とはそれ以外の特に限
定しない大学生をさす。













　⑾ http://www/mext.go.jp/b-menu/houdou/19/04/07041710.htm（2010年 5月 25日閲覧）
　⑿ 本稿は日本教師教育学会を主たる対象として，「皆無である」と述べている。
　⒀ ベストティーチャー賞は大学で主催するものであり，学生のアンケートに基づいて決定される。
　⒁ 表 3と表 5で共通する大学教員 A氏，B氏，C氏，D氏は同一人物である。
　⒂ 教育センター初任研担当指導主事，教育実習先の指導教員や初任研指導教員ともに，2008年 8月にインタ
ビュイーの勤務先まで筆者が出向き，インタビュー調査したものである。
